　いつ頃だったかな、、、土石流とか、火砕流とかが、流行ってた頃だったとおもうけど、、
　小学校ぐらいかな、、、
　親父が、土木 (どぼく)の設計技師だったんで、こういう話、いろいろ聞いた。

　土石流ってのは、土砂崩れの事だったと思う。
　雨で地盤が緩んで、山が崩れて流れてくるんだが、
　土砂の中に空気が混ざると、それが、潤滑剤 (じゅんかつざい)の代わりになって、ものすごくスピードが上がる事があるらしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水


水が斜面を下る時、
　圧力（水の量と位置エネルギー）で速度が決まる
と思っていたら、水と斜面の摩擦でかなり変わるらしい。

　　　で
　斜面と水の間に空気が混ざると、すごくスピードが上がる

　
　、、、何の話、、だったかな、、、。いいか。。。

　最近、タンカーとかの船底からぽこぽこと空気を出して、それで摩擦を下げるとかいう船があるらしい。
　
　渦を巻くとか、、とどまらせないとダメな気がするが、、、



　　　船　断面図


　　　　　　　　　　　空気
　このくらいしないと、、後からコンプレッサーとか付けただけじゃ、、、ダメな気がする。
　やるなら設計段階から、にしないと、、、
